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Abstract
ln this report we present an experimental method to help students understand better
mathematics, physics and other scientiFic subjects  WVe have been reforming educational
methods for scientinc suttectS by Computer and multimedia. Here we present an experimental
method of teaching integral calculus,Inear algebra,ditterential equations,electrical circuits and
scientiFic experilnents  Furthermore,we are designing this method for other subjects by means
of computer simulation
′てて,ypοrtrsi teaching in mathematics,  Mathematica,  personal  computer,  calculus,
differential equations,electrical circuits and scientinc experilnents
1.はじ め に
ある教育目的に対して,マルチメディアを利
用した教育方法の提案がなされている。このマ
ルチメディア利用の教育方法も日本では,マル
チメディアそのものが中心になっているものが
多いようである。しかし,教育を行う場合,ま
ず教育目的を定め,その目的に最適なマルチメ
ディアは何かを探り,それを如何に使用するか
を探求することが必要である。
我々は,教育方法の改革にマルチメディアを
利用してきた。この成果の一部は,本学紀要や
一般教育学会誌などで示してある。今回は,研
究を続行していた未発表部分を中心に記すこと
にする。具体的には,積分学,線形代数,微分
方程式,電気回路演習I,科学基礎実験などの教
科目における研究結果である。
2.研究目的について
この研究の目的は,多様性に富む多人数学生
に対する有効な教育方法を探すことである。こ
の一つの方法として,マルチメディアを利用し
た教育方法は,有効である。この具体的な方法
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